
今年こそ「読書」にﾁｬﾚﾝｼﾞ! 

 
あけましておめでとう

ございます。毎年のこと

ですが、年頭にあたって 

「今年こそは○○○」と決めるのですが、

知らぬ間に消しゴムで消してしまいます。

ひとつのことを決め、継続して実行するこ

との困難さを途中で感じ、「よし！ 来年

こそは！……」そしてまた一年が経過して

しまいます▼そこで今年は、昨年１１月 

１７日の斎藤孝先生の講演の中で「何でも

３つが良い」と伺ったことから、３つの目

標を設定しました。その中身は……ヒミツ

です▼みなさんはこの一年をどのように

過ごされようとしていますか？ もし、変

更が可能ならば、そして、その中に「読書」

が入っていないならば、是非とも加えてい

ただきたいと思います▼宇佐市民図書館

本館と院内・安心院分館では、その総力を

結集し、より多くの資料提供と、資料を活

用した取り組みを実施してまいりたいと

考えています。そして、その活動を加速さ

せるのは、みなさまのご意見と参加なので

す。図書館のアンテナは高く設定されてい

ます。職員も可能な限りがんばってまいり

ます。ただ、本を大切にすることや、時間

など一定のルールは守っていただきたい

と思います▼図書館で開催される一連の

活動は、広報やホームページなどでお知ら

せします。今年もみなさまの学びの館「宇

佐市民図書館」をどうぞご利用・ご活用く

ださい。 
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     宇佐市民図書館だより『みんと』は、図書館ホームページで PDF 版がご覧になれます。 

 

よむぞう 

●マンガ『松田新之助』を発刊         ２ 

●宇佐図書館友の会「ふゆの朗読会」開催    ２ 

●Made In Usa 講座              ３ 

●講演「世界農業遺産と地域振興のこれから」より 

講師・林 浩昭さん      ４・５ 

●Made In Usa 展               ６ 

●宇佐市美術協会今月の一枚「城の見える庭」  ７ 
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暮らしに役立つ情報をお届けします 2014 年の宇佐市民図書館 

マンガ『石橋王と呼ばれた男 松田新之助』発売中！ 

http://www.usa-public-library.jp/


2014 年 1 月 1 日発行     宇佐市民図書館だより  み ん と （第 179 号）            （２） 

 

１１月の入館者数 本館 14,928 人 （累計 3,577,887 人）  安心院 1,437 人（12４,993 人） 院内 2,089 人（35,195 人） 

                           

              

   

12
月
15
日
（
日
）、
宇
佐
図
書
館
友

の
会
に
よ
る
「
ふ
ゆ
の
朗
読
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
宮
澤
賢
治

特
集
。
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
詩
「
雨
ニ

モ
負
ケ
ズ
」
の
朗
読
の
あ
と
、
会
員
に

よ
る
紙
芝
居
映
像
つ
き
の
「
注
文
の
多

い
料
理
店
」
の
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
盤
に
は
、
バ
イ
オ
リ
ン

の
生
演
奏
に
よ
る
音
楽
の
ひ
と
と
き
が

あ
り
、
満
員
の
会
場
の
み
な
さ
ん
も
参

加
し
て
、「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を
合
唱
し

ま
し
た
。 

 

 
 

郷
土
ス
ペ
ー
ス
通
信
一
七
七 

 
 
 
 
 
 

 

『
み
ん
な
の
唐
揚
げ
』 

 
 
 
 

日
本
唐
揚
協
会
監
修 

（
ナ
ツ
メ
社
／
２
０
１
１
） 

 
 

 
 

 
 

監
修
の
日
本
唐
揚
協
会
は
、
安
久
撤

兵
氏
と
八
木
宏
一
郎
氏
が
２
０
０
８
年

に
創
立
。
「
唐
揚
憲
章
」
に
基
づ
き
、
唐

揚
げ
を
普
及
す
る
た
め
の
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
に
は
一
般
社
団

法
人
を
取
得
し
、
専
門
店
発
祥
地
担
当

局
長
に
椎
野
純
氏
（
宇
佐
か
ら
あ
げ
協

会
）
、
聖
地
担
当
局
長
に
荒
井
ナ
ツ
キ
氏

（
中
津
耶
馬
溪
観
光
協
会
）
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
て
い
る
（出
向
扱
い
）。 

本
書
の
第
３
章
で
は
全
国
都
道
府
県

別
に
ご
当
地
唐
揚
げ
を
提
案
。
第
４
章

で
は
「
聖
地
巡
礼
～
そ
う
だ
、
大
分
へ
行

こ
う
！
～
」
と
銘
打
ち
、
宇
佐
と
中
津
の

唐
揚
げ
専
門
店
を
紹
介
し
て
い
る
。
宇

佐
か
ら
は
、
「
来
々
軒
」
、
「
し
ょ
う
す

け
」
、
「
ち
え
み
」
、
「
と
り
あ
ん
」
、
「
太

閤
」の
５
店
舗
。 

 

マンガ『石橋王と呼ばれた男 松田新之助』完成！ 

 宇佐学マンガシリーズ③ 

『石橋王と呼ばれた男 松田新之助』 

 マンガ／瀬井恵介 

 ごあいさつ／是永修治（宇佐市長） 

 エッセイ／池内 紀（ドイツ文学者・エッセイスト） 

 編集／大分県宇佐市 発行／梓書院 

 定価 800円 

※図書館、安心院・院内支所で販売しています。 

双葉山、賀来飛霞・惟熊に続く宇佐学マン

ガシリーズの３冊目は、石橋づくりの名棟

梁・松田新之助です。院内を日本一の石橋の

町にした石工（いしく）の代表的人物です。 

荒瀬橋、鳥居橋、富士見橋など、新之助が

手がけた名橋が、いかにして、どんな思いで

つくられたかをドラマチックに紹介していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇
佐
図
書
館
友
の
会
・
朗
読
会 

 

紙芝居映像つきの「注文の多い料理店」朗読 
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１１月の貸出点数 28,342 点（本館 25,242＋安心院 2,404＋院内 696 累計 5,550,023 点） 

                           

           

                

              

            

こ
ど
も
ス
ペ
ー
ス
だ
よ
り
174 

  

２
０
１
４
年
。
平
成
26
年
。
う
ま
年
。 

年
に
は
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
方
が
あ
り
ま 

す
。
月
に
も
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
方
が
あ

り
ま
す
。
季
節
に
も
様
々
な
顔
が
あ
り

ま
す
。
今
月
の
絵
本
展
示
は
【
冬
の
本
】

で
す
。 

 

特
集
展
示
架
は
【
鬼
の
本
】
で
す
。 

  

お
手
紙
あ
り
が
と
う 

 

小
学
生
む
け
の
小
説
を
ふ
や
し

て
く
だ
さ
い 

 

図
書
館
か
ら 

 

小
学
生
向
け
の
小
説
は
か
な
り
増
や

し
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
つ
ば
さ
文
庫
、
み
ら
い
文

庫
な
ど
は
、
ほ
ぼ
入
れ
て
い
ま
す
。
移

動
図
書
館
の
本
も
新
し
く
し
ま
し
た
。 

 

人
気
の
本
は
借
り
ら
れ
て
い
て
本
棚

に
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
図
書
館
の

人
に
聞
い
て
予
約
を
し
て
下
さ
い
。 

 

予
約
が
多
け
れ
ば
、
同
じ
本
を
買
っ

て
い
ま
す
。
か
し
こ
く
図
書
館
を
使
い

こ
な
し
て
下
さ
い
ね
。 

発表と講座 未来を育てる卵 

～世界農業遺産と宇佐を考える～を開催しました 

 12 月 14 日（土） 宇佐市民図書館視聴覚ホール 

１．発表「オオサンショウウオとこれから」 

                  安心院高校科学部 

２．講座「宇佐八幡文化と世界農業遺産」 

              別府大学 飯沼賢司 教授 

３．講座「世界農業遺産と地域振興のこれから」 

 国東半島宇佐地域世界農業遺産推進協議会 林 浩昭会長 

 

 安心院高校科学部（深町顧問）がオオサンシウウオ研究に関して、今までの経緯を説明しました。 

その後、安心院高校科学部の４名の生徒が、昨年と今年受賞した研究について発表を行いました。 

 昨年は安心院の降水量を調査し、増水で下流に流されたオオサンショウウオが堰などで産卵場所

へ戻れない現状を報告。今年は、近年問題になっている外来種との交雑について、京都大学の指導

を受け、オオサンショウウオが住む河川の水から採取した環境ＤＮＡから、宇佐市のオオサンショ

ウウオは交雑の可能性が少ないことを調べました。 

  図書館便りなどで飯沼教授（２月号）・林会長（4.5p）の講座概略は紹介していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界農業遺産認定書を囲んで、安心院高

校科学部の研究資料を前に記念撮影。 

 世界農業遺産や宇佐ブランド認証 

品を紹介。クイズに答えると宇佐ブ 

ランド認証品をプレゼントします。 

 ２Ｆ渡綱記念ギャラリーにて。 

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

Ｉ
ｎ 

Ｕ
ｓ
ａ
展 

 

開
催
中 

１
月
29
日
ま
で 
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国
東
半
島
宇
佐
地
域
を
世
界
に 

私
は
１
９
６
０
年
（
昭
和
３
５
年
）
に
安

岐
町
の
両
子
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
代
々
椎

茸
農
家
で
す
。
７
９
年
に
東
京
大
学
に
入

り
ま
し
て
、
そ
の
ま
ま
ず
っ
と
研
究
を
し

て
い
ま
し
た
。
私
の
専
門
は
植
物
の
生
理

や
肥
料
で
す
。
大
分
に
戻
っ
て
10
年
過
ぎ

ま
し
た
。
今
、
田
舎
は
人
が
少
な
い
、
そ

う
い
う
現
状
を
変
え
た
い
と
、
国
東
半
島

宇
佐
地
域
に
戻
っ
て
農
林
業
を
続
け
て
い

ま
し
た
。
「
な
ん
と
か
し
た
い
」
「
国
東
半

島
宇
佐
地
域
を
世
界
に
発
信
し
た
い
」
と

い
う
想
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
し
ら
い

い
の
か
は
、
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

ヴ
ァ
フ
ァ
ダ
ー
リ
・
メ
ッ
ヘ
リ

ー
ジ
・
カ
ゼ
ム
氏
（
親
し
み
を
こ
め
て

カ
ゼ
ム
先
生
）
と
の
出
会
い 

そ
こ
に
出
会
い
が
有
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ

Ｕ
（
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
）
の
カ
ゼ

ム
先
生
で
す
。
イ
ラ
ン
出
身
で
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
に

留
学
し
て
学
位
を
取
り
、
日
本
国
内
の
大

学
で
研
究
を
重
ね
た
後
に
、
最
近
Ａ
Ｐ
Ｕ

に
戻
っ
て
き
た
先
生
で
、
専
門
は
世
界
農

業
遺
産
を
中
心
に
し
た
人
文
地
理
学
な

ど
で
す
。
カ
ゼ
ム
先
生
は
、
「
大
分
に
帰
っ

て
き
た
の
だ
か
ら
、
大
分
に
な
ん
と
か
世

界
農
業
遺
産
を
作
り
た
い
」
と
の
想
い
か

ら
県
内
各
地
を
調
査
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
２
０
１
２
年
の
９
月
に
国
東
に
も
来

ま
し
て
お
会
い
し
、
私
は
そ
こ
で
初
め
て

「
世
界
農
業
遺
産
」
を
知
り
ま
し
た
。
「
そ

う
い
う
も
の
が
あ
る
な
ら
」
と
意
気
投
合

し
、
カ
ゼ
ム
先
生
を
中
心
に
構
想
を
練
り
、

行
政
と
の
共
同
作
業
を
一
緒
に
行
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

 

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
基
準 

世
界
農
業
遺
産
に
は
５
つ
の
認
定
基

準
が
あ
り
ま
す
。 

【知
識
シ
ス
テ
ム
と
適
応
技
術
】 

【食
糧
と
生
計
の
保
証
】 

【生
物
多
様
性
と
生
態
系
機
能
】 

【文
化
、
価
値
観
と
社
会
組
織
】 

【優
れ
た
景
観
と
土
地
・水
管
理
の
特
徴
】 

こ
れ
ら
の
基
準
に
基
づ
き
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の

審
査
員
で
あ
る
各
分
野
の
研
究
者
が
審

査
し
ま
す
。
研
究
者
た
ち
に
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
に
申
請
書
を
書
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
が
「
国
東
半
島
宇
佐
は
、

世
界
農
業
遺
産
に
い
い
で
す
よ
」と
言
っ
た

だ
け
で
は
だ
め
で
、
研
究
デ
ー
タ
や
古
文

書
な
ど
が
残
さ
れ
、
そ
れ
を
記
述
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

宇
佐
神
宮
・
国
東
半
島
を
世
界
遺
産

に
す
る
会
が
、
こ
の
地
域
の
文
化
や
価
値

観
に
関
す
る
膨
大
な
資
料
を
す
で
に
ま

と
め
て
お
り
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

循
環
す
る
シ
ス
テ
ム 

大
分
県
は
椎
茸
を
育
て
る
た
め
の
樹

木
に
ク
ヌ
ギ
を
選
ん
で
き
ま
し
た
。
ク
ヌ

ギ
の
林
が
全
国
の
２２
％
を
占
め
、
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
椎
茸
の
た
め
に
広

葉
樹
林
を
育
て
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ

が
結
果
的
に
水
を
涵
養
す
る
、
栄
養
資

源
を
循
環
す
る
。
こ
の
広
葉
樹
林
が
、
国

東
半
島
宇
佐
地
域
の
農
林
水
産
循
環
の

起
点
で
あ
る
と
、
そ
の
こ
と
に
私
た
ち
は

気
が
付
い
た
の
で
す
。 

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
で
こ
の
地
域

を
見
る
と
、
山
肌
に
伏
せ
こ
ん
だ
ホ
ダ
木

の
列
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
で
は
た
く

さ
ん
の
人
が
椎
茸
栽
培
を
し
て
い
る
と
一

目
見
て
わ
か
り
ま
す
。
国
東
半
島
宇
佐

地
域
で
は
こ
う
い
う
場
所
が
昔
か
ら
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
貴
重
な
生
物
の
存
在
も

重
要
で
す
。
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
オ

オ
イ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
貴
重
な
ト
ン
ボ

類
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
な
ど
で
す
。
食
糧
生
産

で
椎
茸
は
非
常
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
Ｆ

Ａ
Ｏ
は
世
界
の
食
糧
危
機
を
救
う
た
め
の

機
関
で
す
。
食
糧
危
機
を
な
ん
と
か
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
森
は
食
糧
生
産
に
貢

献
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
地
域
で
は
そ
の
森
で
食
糧
を
作
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

科
学
者
三
浦
梅
園 

江
戸
時
代
、
三
浦
梅
園
が
国
東
半
島

に
い
ま
し
た
。
哲
学
者
で
す
が
、
科
学
者

と
し
て
も
有
名
で
、
日
本
で
最
初
に
細
胞

の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
三

浦
梅
園
の
現
在
に
お
け
る
価
値
は 

「
自

然
と
の
共
生
」
を
説
い
た
、
こ
と
で
す
。
ま

さ
に
世
界
農
業
遺
産
の
テ
ー
マ
で
す
。 

「世界農業遺産と 

地域振興のこれから」 
国東半島宇佐地域世界農業遺産 

推進協議会会長 林 浩昭氏 

    
12 月 14日(土) 

「未来を育てる卵 

～世界農業遺産と宇佐を考える」 

宇佐市民図書館 
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「
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
」
と
い
う

本
が
２
０
０
１
年
に
出
て
い
ま
す
が
、
こ
の

中
に
日
本
人
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
三

浦
梅
園
と
貝
原
益
軒
で
す
。
三
浦
梅
園

は
生
態
学
の
分
野
で
外
国
人
に
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

シ
ス
テ
ム
が
「
遺
産
」 

世
界
農
業
遺
産
基
金
の
パ
ル
ヴ
ィ
ス
先

生
は
「
博
物
館
の
よ
う
に
重
要
な
農
業
現

場
を
保
存
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ

Ｓ
行
動
は
農
業
と
文
化
を
包
合
す
る
総

合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
で
計
画
さ
れ
、
シ
ス

テ
ム
が
進
化
し
て
い
く
こ
と
を
歓
迎
し
ま

す
」と
い
い
ま
す
。 

昔
の
農
林
水
産
業
を
そ
の
ま
ま
や
っ
て

く
だ
さ
い
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
や
っ
て
い
る
農
林
水
産
業
を
ど
う

良
く
し
て
い
く
か
。
考
え
て
頂
き
た
い
の
は

生
物
多
様
性
で
す
。
周
り
の
環
境
に
配
慮

し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。 

国
連
大
学
の
武
内
先
生
は
「
日
本
の
認

定
地
は
他
国
に
比
べ
て
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
地
域
に
根
差

し
た
高
品
質
な
農
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

農
業
と
食
を
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
農
業

再
生
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
農
業
遺
産
の
思
い
は
、

世
界
農
業
遺
産
に
な
っ
た
国
東
半
島
宇

佐
地
域
の
農
林
水
産
業
が
も
っ
と
良
い
も

の
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。 

        
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

推
進
協
議
会
で
は
、
県
、
市
町
村
、
農

業
団
体
、
観
光
団
体
な
ど
と
一
緒
に
な
っ

て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
基
づ
い
て
予
算
を
要
求
し
て
い
き

ま
す
。
た
め
池
の
管
理
、
景
観
の
管
理
。

農
村
生
活
へ
の
理
解
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
６
次
産
業

化
。
ま
さ
に
、
県
や
自
治
体
が
地
域
振
興

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
そ
の
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、
世
界
中
の
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
サ

イ
ト
と
の
交
流
。
厳
し
い
農
業
の
実
態
を

ど
う
良
く
し
て
い
く
か
、
世
界
中
の
研
究

者
た
ち
と
の
交
流
の
推
進
で
す
ね
。 

【
農
林
水
産
業
の
維
持
・
発
展
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
の
保
全
】 

【生
物
多
様
性
の
保
全
と
維
持
】 

【農
業
と
結
び
つ
い
た
国
東
半
島
・宇
佐

地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
】 

【
国
東
半
島
・
宇
佐
地
域
の
地
域
資
源

を
生
か
し
た
交
流
拡
大
】 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
こ
う
い
う
こ
と
を

こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
課
題
も

多
い
で
す
。 

 

問
題
点
と
今
後
の
展
望 

解
決
す
べ
き
問
題
点
①
【
ク
ヌ
ギ
萌
芽

を
シ
カ
食
害
か
ら
守
る
取
り
組
み
】 

解
決
す
べ
き
問
題
点
②
【
シ
イ
タ
ケ
生

産
と
ク
ヌ
ギ
再
生
が
同
時
に
成
り
立
つ
仕

組
み
の
解
明
】 

解
決
す
べ
き
問
題
点
③
【
ク
ヌ
ギ
林
土

壌
に
形
成
さ
れ
る
保
水
マ
ッ
ト
の
機
能
解

明
】 解

決
す
べ
き
問
題
点
④
【た
め
池
連
携

シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
と
維
持
】 

解
決
す
べ
き
問
題
点
⑤
【水
田
農
業
の

歴
史
と
特
徴
あ
る
食
文
化
を
生
物
多
様

性
の
視
点
で
考
え
る
】 

解
決
す
べ
き
問
題
点
⑥
【農
林
水
産
業

の
活
性
化
】 

解
決
す
べ
き
問
題
点
⑦ 

【こ
の
地
で
生

み
出
さ
れ
る
農
林
水
産
物
の
価
値
の
向

上
】 解

決
す
べ
き
問
題
点
⑧
【世
界
農
業
遺

産
を
感
じ
る
仕
掛
け
】 

解
決
す
べ
き
問
題
点
⑨
【
次
世
代
と
の

議
論
】今
日
は
安
心
院
高
校
の
高
校
生
が

大
変
良
い
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
の

困
難
な
社
会
的
問
題
解
決
の
た
め
に
こ
の

世
界
農
業
遺
産
認
定
が
役
立
つ
と
確
信

し
て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
人
が
大
切 

今
で
も
「世
界
農
業
遺
産
に
な
っ
た
」と

言
っ
て
も
、
地
元
の
人
は
「
後
継
ぎ
が
い
な

い
」
と
嘆
く
の
で
す
が
、
嘆
く
だ
け
で
は
な

く
、
じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
か
。
大
事
な
と
こ

ろ
は
地
元
の
人
が
ど
う
思
っ
て
く
れ
る
か
、

で
す
。
「
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
な
っ

て
く
れ
る
か
ど
う
か
で
す
。
山
の
中
に
は

椎
茸
を
作
っ
て
ク
ヌ
ギ
が
あ
っ
て
、
そ
う
い

う
風
景
を
見
て
、
歩
く
だ
け
で
も
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
農
業
の
発
展
、
林

業
の
発
展
、
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
で
き

る
場
に
な
れ
ば
。
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
ま

す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

世界農業遺産認定について 

語る 林 浩昭氏 
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渡■綱■記■念■ギャラリー 

１月 29 日まで Made In Usa 展 
２０１３年５月に国東半島・宇佐地域が世界農業遺産に認定されたことを記念し

て、関連講座の報告や、「宇佐ブランド認証品」７０品目などを紹介しています。景

品がもらえるプレゼントクイズも実施しています。ぜひ、ご応募ください！ 

   
 

ヤ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
レ
ビ
ュ
ー
１１１ 

◆
◆
新
着
本
か
ら
◆
◆ 

 

『
い
ま
い
ち
萌
え
な
い
娘
』 

森
田 

季
節 

著 

 

神
戸
新
聞
総
合
出
版
社
セ
ン
タ
ー 

 

「
右
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
ま
い
ち
い

け
て
な
い
（
萌
え
て
い
な
い
）
理
由
を
３

つ
挙
げ
な
さ
い
」 

 

そ
ん
な
哲
学
的
と
も
い
え
る
神
戸
新
聞

の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
か
ら
生
ま
れ
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
い
ま
い
ち
萌
え
な
い
娘
」
の

小
説
。
萌
え
な
い
娘
の
萌
え
な
い
萌
え
小

説
を
見
よ
！ 

 

◆
◆
そ
の
他
の
新
着
本
か
ら
◆
◆ 

 

『
１
５
歳
か
ら
の
経
済
入
門
』
『
お
面

た
ま
よ
し
彼
岸
ノ
祭
』
『
色
選
び
か
ら
は

じ
め
る
オ
シ
ャ
レ
』
『
ひ
と
り
で
学
べ
る

簿
記
入
門
』
『
徹
底
図
解
大
奥
』
『
中
学

卒
・
高
校
中
退
か
ら
の
進
学
総
ガ
イ
ド
』

『
世
界
中
か
ら
人
身
売
買
が
な
く
な
ら

な
い
の
は
な
ぜ
？
』
『
う
ら
ら
か
予
報
』

『
人
生
を
や
め
た
い
と
思
っ
た
と
き
読

む
本
』
『
中
学
生
・
高
校
生
の
仕
事
ガ
イ

ド
』『
女
の
子
の
声
で
歌
お
う
！
』『
竹
画

廊
に
っ
き
』『
新
戦
艦
高
千
穂
』『
悲
報
伝
』

『
世
界
女
の
子
白
書
』『
男
子
校
ル
ー
ル
』

『
こ
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
す
ご
い
！
２

０
１
４
』
『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
カ
レ
ー
入

門
』
『
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
６
４
の
仕

事
』 

 

他 

知
る
と
楽
し
い
図
書
館
の
ミ
カ
タ
61 

『
日
本
暦
西
洋
暦 

月
日
対
照
表
』 

 
 
 
 

 

歴
史
ド
ラ
マ
や
伝
記
の
日
づ
け
を
、
西
洋

暦
に
換
算
で
き
る
表
で
す
。 

 

現
在
の
西
洋
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
）
は
天

正
15
年
（
１
５
８
２
年
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
年
か
ら
、
日
本
で
西
洋
暦
が
採
用

さ
れ
た
明
治
６
年
（１
８
７
８
）年
ま
で
を
表

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
暦
の
採
用
に
よ
り
、

明
治
５
年
は
12
月
４
日
か
ら
30
日
が
存
在

し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

西
洋
暦
は
１
年
を
３
６
５
．
２
４
２
５
日
と

設
定
し
て
い
ま
す
。
４
年
に
１
回
の
閏
年
（
２

月
29
日
が
あ
る
年
）
を
設
定
し
て
い
る
の

は
、
皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
が
、
４
０

０
年
に
３
回
（
１
７
０
０
年
、
１
８
０
０
年
、
１

９
０
０
年
）
は
省
略
。
４
０
０
で
割
れ
る
年

（
１
６
０
０
年
、
２
０
０
０
年
）
は
省
略
し
な
い

の
だ
と
か
。
２
０
０
０
年
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
400
年
に
一
度
の
年
だ
っ

た
の
で
す
ね
。
今
度
閏
年
が
省
略
さ
れ
る

の
は
２
１
０
０
年
。
さ
す
が
に
体
験
は
で
き

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。 
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１月のミニ展示 

東側（一番奥の０の棚）から順番に照会しています 

窓側 

・博物館に行ってみた 

・時代の変わりめ 

・紛争 

・政治家 

・民話 

・だれかのために 

・雨ノチ晴レルヤ 

・脳を知る 

・ベジタブル！ 

・子規 

・詩 

・英米のエッセイ 

・重松 清 

・五木 寛之 

・茂木 健一郎 

通路側 

・どうだっ！！ 

・響くことの葉 

・その時歴史が動いた 

・沖縄 

・飛び込もう電脳世界 

・準備できてますか？ 

・広告 

・やきものの世界 

・武術あれこれ 

・うたを楽しく読んでみる 

・どこかの話 

・愛のはなし 

・こたつでじっくり 

・いろいろ想う 

・POP 

  

図図書館日誌 １１月２０日～１２月１９日   

11/23  続・横光利一を読む会 

11/26  中世文書を読む会（12/17） 

12/ 1  絵便り教室（12/15） 

12/10  近世文書を読む会 

12/14  図書館主催おはなし会 

図図書館ボランティア １１月２０日～１２月１９日   

 11/21  音訳ボランティア しらうめの会（12/4） 

      図書整理ボランティア（12/5、12/12） 

 11/27  「もういいかい」おはなし会 

 12/12  「おはなしあのね」おはなし会 

 12/18  「たまてばこ」おはなし会 

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
方 

（
１１
月
分
・
敬
称
略
）  

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
宇
佐
支

部
、
Ａ
歯
科
タ
ニ
グ
チ
会
、
皆
元
佐
知
子
、

株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

公
益
財
団
法
人
文
字
・
活
字
文
化
推
進
機

構
、
北
斗
七
星
、
坂
内
啓
二
、
坂
本
佳
友
、

「
あ
り
が
と
う
り
く
ぜ
ん
た
か
た
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
都
留
愛
、
公
益
財
団
法
人
東

京
交
響
楽
団
、
ア
ス
ハ
ー
ド
小
西
株
式
会

社
、
鍋
倉
守
雄
、
創
作
童
話
グ
ル
ー
プ
「
ま

ら
か
い
と
」、
公
益
財
団
法
人
日
本
学
術
協

力
財
団
、
公
益
財
団
法
人
大
分
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会 

（
以
上
） 

１
月
の
ヤ
ン
グ
特
集 

「
動
物
が
大
好
き
」 

１
月
の
安
心
院
分
館
ミ
ニ
展
示 

「
戦
国
武
将
」 

本
館
１２
月
の
特
集
展
示
（
過
去
分
） 

【
一
般
】 

「
世
界
農
業
遺
産
関
連
」「
年
末
年
始
」 

「
黒
田
官
兵
衛
」「
あ
っ
た
か
～
い
本
」 

 

【
こ
ど
も
】 

「
ク
リ
ス
マ
ス
」 

「
来
年
の
主
役 

馬
」 

宇佐美術協会協力によるエントランス展示 

今月は、松本澄子さんの作品 

「城の見える庭」 

保健師さんの健康情報コーナー 

年末年始はおせち料理のカロリーにご用心!! 

～上手に食べてごちそうさん～ 
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1 水 　　　　休　　館　　日  渡綱記念ギャラリー展示
2 木 　　　　休　　館　　日

3 金 　　　　休　　館　　日

4 土 　　休　　館　　日　（年始図書整理日）

5 日
絵便り教室　13：30～16：00
映画「有がたうさん」（日本）　14：00～15：16

6 月 　　　　休　　館　　日

7 火 ほんの夢号　①佐田小　②津房小

8 水 ほんの森号　①北馬城小　②宇佐小　③渚団地

9 木
おはなし会「おはなしあのね」 11：00～11：30
ほんの森号　①西馬城小　②高家小　③貴船団地

10 金
ほんの森号　①横山小　②八幡小
ほんの夢号　①南院内小　上院内分校　②院内中部小　 　　　　県立

11 土
おはなし会「図書館職員」 11：00～11：30
「ｱｶﾞｻｸﾘｽﾃｲの名探偵ﾎﾟｱﾛとﾏｰﾌﾟﾙ」3  14：00～16：30

12 日 映画「ﾊﾞｯｸ　ﾄｳ・ｻﾞ　ﾌｭｰﾁｬｰ」3　（ｱﾒﾘｶ：吹替）  14：00～15：58

13 月
「世界農業遺産を活かせる商標登録講座」　13：30～16：00
上映会「シベリア鉄道　～9000キロの旅～」　14：00～15：40

14 火 　　　　休　　館　　日

15 水 　　　　休　　館　　日

16 木 金融学習会「確定申告にも役立つ税金の基礎知識」　14：00～16：00

17 金                                                                                    　 　　県立

18 土 アニメ「まんが日本昔ばなし」5　14：00～14：50

19 日
絵便り教室　13：30～16：00
映画「雪之丞変化」（日本）　14：00～15：37

20 月 　　　　休　　館　　日

21 火
近世文書を読む会　14：00～15：30
ほんの夢号　①安心院小　②院内北部小

22 水 ほんの森号　①封戸小　②和間小　③長洲公民館

23 木 ほんの森号　①糸口小　②豊川小　③四日市コミュニティ―

24 金
ほんの森号　①天津小　②長峰小　③小峰団地
ほんの夢号　①福貴野分校　　②深見小　　　　　　　　　　　　　　　県立

25 土
アニメ「トム・ソーヤの冒険」8　14：00～16：03
続・横光利一を読む会　14：00～16：00

26 日 映画「ボディ　バンク」　（ｱﾒﾘｶ：吹替）  14：00～15：58

27 月 　　　　休　　館　　日

28 火
中世文書を読む会　14：00～15：30
ほんの夢号　①佐田小　②津房小

29 水
おはなし会「もういいかい」 11：00～11：30
ほんの森号　①北馬城小　②宇佐小　③渚団地

30 木 　　休　　館　　日　（月末図書整理日）

31 金
ほんの森号　①横山小　②八幡小
ほんの夢号　①南院内小　上院内分校　②院内中部小　 　　　　県立

　

　　「Ｍａｄｅ　Ｉｎ　Ｕｓａ展」
　　　　　開催中～1月29日（水）

　　　　　　エントランス展示
　　「知的財産に関するパネル展」
    　    1月5日（日）～1月31日（金）
　　「宇佐市美術協会作品展」
　　　　　　　　開催中～1月31日（金）

11日（土）「ｱｶﾞｻｸﾘｽﾃｲｰの名探偵
                    ﾎﾟｱﾛとﾏｰﾌﾟﾙ」３　150分
18日（土）「まんが日本昔ばなし」5  50分
　　　　　　　　　一寸法師、火男、カチカチ山
　　　　　　　  　大沼池の黒竜
25日（土）「トム・ソーヤの冒険」8　123分
　
◆　◆一般向け　（映画）
 5日（日）「有りがたうさん」　（日本）
　　　 　76分　1936年
       出演：上原　謙、桑野道子ほか
12日（日）「ﾊﾞｯｸ　ﾄｳ・ｻﾞ　ﾌｭｰﾁｬｰ」3
　　　　（ｱﾒﾘｶ：吹替） 118分　　1990年
　　　　出演：ﾏｲｹﾙ・Ｊ・ﾌｫｯｸｽ
　　　　　　　 ｸﾘｽﾄﾌｧｰ・ﾛｲﾄﾞほか
13日（月）「シベリア鉄道～9000キロの旅～」
　　　　（日本）　97分　1982年
19日（日）「雪之丞変化」
       （日本） 97分　1987年
        出演：林 長二郎 （後の､長谷川一夫）
　　　　　　　　嵐 徳三郎ほか
22日（日）「ボディ　バンク」
        （ｱﾒﾘｶ：吹替） 118分　1996年
　　　　出演：ｼﾞｰﾝ・ﾊｯｸﾏﾝ
　　　　　　　  ﾋｭｰ・ｸﾞﾗﾝﾄほか

◆子ども向け　（アニメ）

ほんの森号の時間帯

①10：20～11：00 ②13：00～13：40 ③15：20～16：00

ほんの夢号の時間帯

①10：20～11：00 11：20～11：40（上院内分校） ②13：00～13：40

9日（木） おはなしあのね 11日（土） 図書館職員

29日（水） もういいかい

11:00～11:30 おはなしのへや

（参加は自由です。無料。２階・研修室）

古文書を読む会

★近世文書 1月21日（火）

★中世文書 1月28日（火）

※いずれも 14：00～15：30

続・横光利一を読む会

「旅愁」 を読む １71

1月25日（土） 14：00～16：00

金融学習会
「確定申告にも役立つ税金の基礎講座」

1月16日（木）14：00～16：00

Made In Usa 講座
「世界農業遺産を活かせる商標講座」

1月13日（月）13：30～16：00

講 座 案 内

■上■映■会■

お は な し 会

上映は１４：００からです。
1階・視聴覚ホールでビデオやＤＶＤなどを

使って上映しています （無料）


